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議題提案書 

 

【 】協議事項 

【〇】報告事項 

 

議題名：NGO による高リスク地域への邦人渡航に関する協議の進捗 

 

【提案者氏名、所属】 

連携推進委員一同 

 

【議題提案の背景】 

外務省海外安全情報で高い危険度レベルが設定される国・地域への渡航については、2017

年度より外務省と NGO の間で対話が進められ、2019 年度からは連携推進委員会の作業部会で

あるタスクフォースでも、議題として扱い、意見交換を行ってきた。 

以上に伴い、事業実施上必要な高リスク地域への邦人渡航に関して、外務省への協議要望・

質問事項に関する NGO へのアンケートを実施したため、その結果概要と、実際の渡航及びそ

れに関する協議の進捗を報告の上、意見交換を行いたい。 

 

【議題論点】（連携推進委員会で議論したい点） 

・アンケート結果概要と、NGO が意見交換を希望する国・地域について 

・南スーダンへの政府資金渡航に関する進捗 

 

【出席を希望する外務省部局または担当者】 

国際協力局民間援助連携室、領事局海外法人安全課 

 

以上 



邦人渡航等に関する課題集約アンケート結果概要報告 
 

2019 年 11 月 20 日 
NGO 側連携推推進委員 

 
実施概要： 
実施期間：2019 年 8 月 20-30 日（締め切り後の回答も一部受付） 
実施方法：ネットワーク NGO を通じて各地域の NGO に告知し、オンラインで回答依頼 
（ただし、すでに JaNISS でアドボカシーに取り組んでいる南スーダン、アフガニスタン、
シリア邦人渡航については、新たな情報等無い場合回答は不要と事前告知） 
回答団体：26 団体 
 
質問内容： 
質問 1、事業実施中（あるいは予定）の国や地域への邦人渡航について、安全管理の面から、
政府（外務省、大使館）との間に何らかの課題や問題がありますか。あるいは政府への質問
がありますか。 
選択式回答：①現在課題や問題、質問がある ②今後課題や問題となる可能性のある国や地
域がある ③現在は特にない 
 
質問２、課題や問題、質問がある（または今後可能性がある）国や地域について、以下の事
項の記入をお願いします。複数の国・地域がある場合はそれぞれについて記入してください。
① 国名・地域名、②活動資金（a. 政府資金 b. 国連資金 c. その他資金）③課題や問題、
質問の内容  
 
質問３，次回連携推進 TF で、上記質問に記載の事項について、NGO 全体の課題、質問と
して取り上げることを希望しますか。一部の国・地域のみ取り上げることを希望する場合は、
国・地域毎に希望するか、希望しないかをお書きください。  
 
質問４，邦人渡航以外に、安全管理に関する事項で、次回 TF で外務省と協議、あるいは質
問すべき事項があればお書きください。またその他コメント等があれば、この欄にお書きく
ださい。 
 
回答結果： 
質問 1.  
①現在課題や問題、質問がある     6 
②今後課題や問題となる可能性のある国や地域がある  3 



③現在は特にない     17 
 
質問２、質問 3. 
（協議、質問の希望があった回答を記載） 
2-1 現在課題がある国・地域 
国名・地域名：特定なし 
課題や問題、質問の内容：邦人の渡航制限がある地域での活動についても、渡航可否について

はそれぞれの団体の判断に任せてほしい 
 
国名・地域名：サヘル地域 
課題や問題、質問の内容：テロのリスクと一般犯罪リスクを総合した客観的な安全情報の提供

を求めます（ODA 事業に絡んでいない首都から離れた遠方地域だからレベルを上げる、ODA 事

業が行われる場所は襲撃事件が発生していても慎重に様子をみるということが見受けられる） 
 
＊現在のところ協議を希望しない事例が３件、その他 3 件 
 
2-2. 今後課題となる可能性のある国・地域 
＊現在のところ協議を希望しない事例が 1 件、その他 1 件 
 
質問 4.  
(回答の一部を記載) 
・当該国の治安に関わる情報に関して、その国の地理的、民族的な事情をある程度理解し分析で

きる安全対策担当はどのように在外公館に配置し得るか 
 
結果に基づいた所感 
アンケート実施以前より課題としていた南スーダン、アフガニスタン、シリア以外に、連携
推進委員会の枠組みで協議を希望する事例は、今回は挙げられず、サヘル地域における危険
度の設定等に関する質問等が挙げられたのみであった。ただし、現在は協議を希望しないが、
今後課題となり得ると回答された国・地域が 3 ヵ国ある。 
以上から、当面高リスク地域への邦人渡航について NGO が協議を希望するのは以上 3 ヵ
国のみであり、いずれも事業地のある限られた地域に、あくまで適切と判断される時期に、
十分な安全管理体制を備えていると考える団体による渡航を想定していることから、以上
を前提に、外務省との意見交換の継続をお願いしたい。 
 

以上 
 


